
45 広報あづみの　2016.11.16 2016.11.16　広報あづみの

市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
友
好
都
市
・
千
葉
県
東
金
市
と
災
害
時
相
互
援
助
協
定
を
締
結

■
ま
ち
づ
く
り
の
指
針 

総
合
計
画
の
策
定
始
ま
る

■
市
長
と
語
る
会
を
開
催　

５
６
７
人
が
参
加

友
好
都
市
・
千
葉
県
東
金
市
と
災

害
時
の
相
互
支
援
を
す
る
「
災
害
時

相
互
援
助
協
定
」
の
締
結
式
を
10
月

25
日
、
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
、
東
金
市
か
ら
志
賀
志し

が賀
直な

お
は
る温

市
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
協
定
書
が

取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
昨
年
の
友
好
都
市

締
結
を
機
に
、
両
市
が
相
互
に
強
固

市
政
運
営
の
中
心
と
な
る
第
2
次

市
総
合
計
画
（
平
成
30
～
39
年
度
）

を
検
討
す
る
市
総
合
計
画
審
議
会
が

10
月
26
日
、
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し

た
。民

間
諸
団
体
代
表
者
や
学
識
経
験

者
、
公
募
委
員
な
ど
16
人
に
委
嘱
書

が
手
渡
さ
れ
た
後
、
会
長
に
選
ば
れ

た
信
州
大
学
経
法
学
部
教
授
の
広ひ

ろ
せ瀬

純す
み
お夫
さ
ん
に
宮
澤
市
長
が
諮
問
し
ま

市
内
5
地
域
で
、
市
長
と
市
民
の

皆
さ
ん
が
直
接
語
り
合
う
市
政
懇
談

会
「
市
長
と
語
る
会
」
を
10
月
22
日
、

市
役
所
本
庁
舎
と
三
郷
公
民
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
23
日
に
は

堀
金
公
民
館
と
穂
高
支
所
で
、
29
日

に
は
明
科
公
民
館
で
も
行
わ
れ
、
5

会
場
で
５
６
７
人
が
参
加
し
ま
し

た
。懇

談
会
で
は
、
新
総
合
体
育
館
建

設
に
つ
い
て
「
大
き
な
大
会
が
開
催

で
き
る
規
模
の
も
の
を
」
と
す
る
意

な
防
災
体
制
を
構
築
す
る
も
の
で
、

平
成
24
年
１
月
に
交
わ
し
た｢

災
害

時
相
互
支
援
宣
言｣

を
充
実
さ
せ
た

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

協
定
で
は
、
ど
ち
ら
か
の
市
で
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、
被
災
者

に
必
要
な
食
料
や
飲
料
水
、
生
活
必

需
品
や
救
命
救
助
に
必
要
な
資
機
材

を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
応
急
・
復

見
や「
高
齢
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
、

健
康
長
寿
に
つ
な
が
る
適
正
規
模
の

施
設
を
」
と
す
る
案
や
「
建
設
計
画

を
見
直
し
て
、
他
の
体
育
施
設
の
整

備
に
あ
て
て
ほ
し
い
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
提
言
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
に
子
育
て
や
景
観
な
ど
、
安
曇
野

の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
な
意
見
交

換
が
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
の
様
子

は
あ
づ
み
野
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る

ほ
か
、
概
要
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
る
予
定
で
す
。

旧
対
策
に
必
要
な
職
員
の
派
遣
の
ほ

か
、
被
災
者
を
一
時
収
容
す
る
施
設

の
提
供
な
ど
も
定
め
て
い
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
両
市

の
連
携
を
深
め
、
官
民
挙
げ
て
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
た
い
」と
述
べ
、

志
賀
市
長
は
「
両
市
の
防
災
対
策
に

心
強
い
協
定
と
な
っ
た
。
絆き
ず
なを
さ
ら

に
深
め
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
市
の
10
年
後
を
見

据
え
、
財
政
面
で
も
実
現
可
能
な
実

効
性
の
あ
る
計
画
と
な
る
よ
う
、
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
や
将
来
都
市
像
な
ど
を

示
し
た
「
基
本
構
想
」
と
具
体
的
な

施
策
の
体
系
な
ど
を
示
し
た
「
前
期

基
本
計
画
（
平
成
30
年
～
34
年
度
）」

に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
り
、
平
成
29
年
度
に

終
了
す
る
第
１
次
市
総
合
計
画
の
検

証
と
、
本
年
度
実
施
し
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

で
の
意
見
を
反
映
し
ま
す
。市
で
は
、

審
議
会
の
答
申
な
ど
を
経
て
、
平
成

29
年
度
末
ま
で
の
計
画
策
定
を
目
指

し
ま
す
。

締結後握手をする志賀東金市長（左）と宮澤市長

幅広い分野の意見交換がされた（10月 23日穂高支所）

委員に委嘱書を手渡す宮澤市長

会場 放映日 放映開始時間
明　科 12月 28日（水） 午後９時 30分～
三　郷 12月 29日（木） 午後７時～
堀　金 12月 29日（木） 午後９時 30分～
豊　科 12月 30日（金） 午後５時～
穂　高 12月 30日（金） 午後７時～
※再放送あり。放映日が変更になる場合があります。

友好都市・武蔵野市へ

「芸術文化の旅」募　集

友好都市である武蔵野市を訪問し、「第 129
回武蔵野《初笑い》寄席」（（財）武蔵野芸術
文化事業団主催）の鑑賞と、武蔵野市の皆さ
んと交流します。
「 第 129 回 武 蔵 野

《初笑い》寄席」では、
古典落語の名手、古
今亭志ん輔さんが主
任を務め、愛弟子に
よる笑い芸や新春に
はおめでたい太神楽
が予定されています。

●日時
平成 29 年１月 14 日（土）・15 日（日）
●対象　市内在住・在勤の人
（未就学児は参加できません。）
●内容

・「第 129 回武蔵野《初笑い》寄席」の鑑賞
・武蔵野市の皆さんとの交流会
・武蔵野市や東京都内の散策（吉祥寺、柴

又などの自由散策）
●費用　15,520 円（予定）

内訳：宿泊料（12,520 円）
　　　入場料など（約 3,000 円）
※その他、自由散策時の費用は各自負担
●定員　20 人（応募多数の場合は抽選）
●申し込み方法　11 月 21 日（月）から 12 月

2 日（金）の間に、参加者の住所・氏名・年齢・
電話番号を、電話、郵送・持参・ファクス
のいずれかの方法で政策経営課（2 階�番
窓口）に申し込みください。（受付時間は平
日の午前 8 時 30 分～午後 5 時）
●その他　この事業は、旅行業法に沿って行

います。
●問い合わせ・申し込み先

〒 399‐8281　（住所記載不要）
政策経営課都市交流係

（471・2402　671・5155）

●市長と語る会あづみ野テレビ放映日程


